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2023-2024 年度 

国際ロータリー会長 ／ ゴードンＲ．マッキナリー   会長／ 清原 正幸   副会長／ 來間 久 

２６９０地区ガバナー／ 石倉 貞昭         幹事／ 松浦 剛司   会 計 ／ 小汀 泰之 

 

■■■ 例会プログラム ■■■  

例 会 日 卓 話 者 演  題 

4 月 11 日 來間 久・原 伸雄・大谷厚郎会員 地区研修協議会報告

4 月 18 日 大島淳司・清原正幸・神田慎一会員 地区研修協議会報告

4 月 25 日 ホテル ほり江  18：30～ 夜間例会 

5 月 2 日 休  会  

5 月 9 日   

■■■ 出席報告 ■■■   

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

38 27 11 (5) 81.82 

■■■ 欠席者 ■■■   

 園・石原・荒木・多久和・園山・大谷良  

(黒田／牧野／釜屋／福田／持田) 

■■■ 来訪者 ■■■   

  な  し 

■■■ メークアップ ■■■     

 4/7  來間・原伸・小汀・大谷厚・大島淳・清原・神田 (地区研修・協議会) 

 4/11  大島卓(大社) 

********************************************************************* 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（4 月  18 日） 大谷厚郎／來間 久／槇野良文 

（4 月  25 日） 木村文彦／三好洋平 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■  

月 出雲中央   6/1  6/24 (－)   松江南    

火 出雲   4/16・30 (－) 松江しんじ湖    4/30  5/7 

水 大社   5/8・22  4/17・5/1・29 (－) 松江   4/24・5/1・29 (－)    

木 (－) ； ビジター受付 なし 松江東   4/18・5/2・9 (－)   

金 出雲南    5/17  5/31(－)  

■■■ 会長挨拶 ■■■  

本日もお集まりいただきありがとうございます。 

まず初めに新会員の福田智恵子さんが本日より我々の仲間に加わっていただ

きました。 

現在女性会員が多久和会員お1人でした。これで平田クラブも2人となり華

やかになります。大変うれしく思います。世界をみますと女性の会員さんが非常

に増えてきています。来年のＲＩ会長も女性の会長です。女性がのびのびと活

躍できる場所があることは素晴らしいことだと思います。ロータリーは奉仕と友情

を通して自分磨きの場だと私は思っています。自分に厳しく、他人に優しい。ロ

ータリー会員は優しい方ばかりです。どうか福田会員におかれましてはリラックス

をして楽しんでいただきたいと思います。 

4月7日の日曜日、次年度の地区研修協議会が岡山県で行われ行って

まいりました。丸一日仕事でしたが、來間会長エレクト、次年度原幹事、そし

て奉仕部門の委員長さんに出席いただきました。また小汀次年度ガバナー補

佐は部門別会議のリーダーを務められ、大変お疲れさまでした。このあと、二週

に渡って研修報告会がありますのでよろしくお願いします。いよいよ次年度が始

まるんだなと、と同時に私の任期もあと 3 か月となりました。最後まで気を引き

締めていきたいと思います。 

今週の日曜日は出雲 RC の創立 70 周年記念式典が行われます。登録参

加をして頂いている皆様ありがとうございます。平田の周年ではたくさんの登録

をいただきお世話になりました。こちらもしっかりとお祝いをしたいと思います。 

 何のために働くのか？について話をします。 4 月に入り、新入社員に対し上

司が問いかけたりすることもあるでしょう。またこれは新入社員だけに問いかける

ものでもありません。令和 4 年度の内閣府の世論調査における「働く目的は

何か」の回答は、「お金を得るために働く」の割合が最も多く、60％以上を占め

ました。 

それに次いで、「生きがいをみつけるために働く」が 14.1％、「社会の一員として、

務めを果たすために働く」が 11％、「自分の才能や能力を発揮するために働く」

が 6.7％となっています。生活の基盤となる金銭を稼ぐことは大切ですが、働くこ

と自体が喜びであるという点を忘れてはいけません。仕事を通し、自分の才能

や能力を発揮して成長する喜びがあります。そして、それらが社会で誰かの役

に立つことが、大きな喜びとなります。四つのテストの四番目の「みんなのために

なるかどうか」にもあてはまる事だと思います。こうした目的を忘れずに、働く原動

力としたいものです。本日の例会も宜しくお願いいたします。 

■■■ 幹事報告 ■■■  

１．例会変更 

〇大社RC     5/ 8(水)   6：30～ 出雲大社清掃奉仕 
            5/22(水)   12：30～  職場訪問例会  会場：手銭美術館 

  ビジター受付 11：30 ～ 12：30  事務局 

〇出雲中央RC     6/17(月)   夜の例会(家族同伴最終例会)  

  ビジター受付 11：30 ～ 12：30  事務局 

２．休  会 

〇大社RC      5/1・29(水)  定款により   ビジター受付 な し 

〇出雲中央RC    6/24(月)  定款により       〃 

〇松江RC      5/1・29(水)                                       〃 

〇松江東RC     5/2・9(木)                       〃 

〇松江しんじ湖RC  5/7(火)  定款により   

  ビジター受付 12：00 ～ 12：30  ホテル一畑 

３．ロータリー青少年指導者養成プログラム・RYLAセミナーのご案内 

     〇 日   時    6/1（土） 10：00 - 16：40 （受付 9：30） 

        〇 会   場    松江テルサ4階 中会議室 

           〇 講   演   ① 演題：「これからの若者に必要なこと」  

講師：犯罪学教室 Ｖチューバ― かなえ先生 

② 演題：「ロータリーの目指すリーダーシップ」 

                                      講師：第2580地区パストガバナー 嶋村 文男 

      〇 参加資格   地区内のロータリークラブより推薦を受けた満30歳以

下の社会人・学生・インターアクト・ローターアクト・米山

奨学生及び ロータリアン・青少年奉仕委員長 

       〇 締   切    5/20(月)  

       ご希望の方事務局まで      

 

 



４．平田高等学校校長  野津 孝明様より 

  令和6年「ひらこう１年生とおちらととーく (トークフォークダンス)」 

    ボランティア募集の依頼について 

  〇 日  時   5/20(月)  受     付      13：00～13：15 

                                  おちらトーク  13：:20～15：10  (5・6限) 

     〇 場  所  平田高校 体育会 

                 〇 内  容  高校生と一対一でテーマについて対話 （次 と々パートナーを

替えて交流）  

      〇 申込締切  4/30(火)  

       ご希望の方事務局まで 

■■■ 入会式 ■■■    

福田  智恵子 会員 （1977．12．4  生）   

  インテリア 福田 専務 

  職業分類 ： 内装業 

  推薦者 ： 石原俊太郎 ・ 堀江卓男  

  所属委員会 ： 出席親睦委員会 

■■■ 理事会決定事項 ■■■ 

○ 持田稔樹会員3/1～6/30 ・ 福田磨寿穂会員4/10～5/9まで出席

規定免除の申請。  承認可決 

○ 台湾東部地震支援金について。 

1人1,000円  承認可決  (諸経費として引落し) 

■■■ 委員会報告 ■■■  

出席・親睦委員会 ：    

   4 月の会員誕生 ・伴侶誕生 ・ 

      結婚記念 祝い 

社会奉仕委員会 ：  

   4/4 早朝例会での奉仕作業お礼 

50 周年実行委員会 記念事業部会 ：  

   講師 上田勝彦様、当クラブ創立 50 周年での講演が 

      山陰経済ウィークリー 2024.4.9 に掲載。 

■■■ スマイル ■■■   

清原・松浦 (先日の地区研修協議会お疲れ様でした。来年もよろしくお願

いします。 福田会員、入会ありがとうございます。) 

恒松 （福田様、入会ありがとうございます。一緒に世界への奉仕をしましょう。

出雲災害復興支援展のご案内。） 

大谷厚・高砂 （新会員の福田智恵子様を歓迎して。） 

小汀 （福田様、入会おめでとうございます。今後ともよろしくお願い致します。

4/7 地区協にご出席くださいました次年度会長來間様をはじめご参

画頂いた皆様、ありがとうございました。） 

飯塚大 （福田さんようこそ平田ロータリークラブへ！） 

堀江 （福田様ご入会ありがとうございます。今後ともよろしくお願い致します。） 

來間 （4/7地区研修・協議会へ参加の皆様、大変お疲れ様でした。 

今週・来週の報告よろしくお願い致します。) 

原伸 （福田さん、平田ロータリークラブにご入会ありがとうございます。） 

神田 （先日初めて地区研修協議会に参加致しました。緊張しましたが貴

重な学びの場となりました。  

福田会員入会ありがとうございます。末永くよろしくお願い致します。） 

遠藤 （福田様、ご入会ありがとうございます。今後とも宜しくお願い致します。

来週の例会は出張のため欠席させて頂きます。） 

 

■■■ 例会プログラム ■■■ 

地区研修・協議会報告    

会長部門                                                       來 間     久  

4/7（日）は天候に恵まれ、総勢 7 名、帰りは事務局研修からの参加の勝部

事務局員さんを含めた８名で参加して参りました。当日晴天に恵まれ、桜が

満開の時期を迎えておりましたので、花見日和でもあり、道中は、車中から見

える桜を見ながら車2台に分乗して行ってきました。 

 

まずは、次年度国際ロータリーの会長の方針から   

2024-25年度国際ロータリー会長  ：  

 ステファニーA.アーチックさん 

McMurray（マクマリー） ロータリークラブ所属 

米国ペンシルバニア州 

アーチック氏は女性として史上二人目の国際ロータリー会長となります。 

 

新型コロナウイルスの大流行、気候変動による災害、多くの地域での紛争な

ど、世界が非常に大きな課題に直面する中で、「危機的な課題を乗り越え、

解決するためにロータリーのリーダーたちが取る措置は、組織を強くし、将来の

出来事に対する組織の回復力を高めるもの」と「このような重要なリーダーシッ

プは、奉仕し、危機を解決するためにロータリアンが行動人として力を合わせる

なら、それがライバル同士であっても、新しいレベルの協力を生み出します」 

そして、組織再編を優先することが極めて重要だと。 

「ロータリーは200以上の国と地域で活動しています。ロータリアンが協力して奉

仕や高潔性の推進、世界理解と親善、平和の推進に取り組む上で、地域

差が及ぼす影響を理解し、それに対応することで、ロータリーはより効率的、効

果的になる可能性を秘めています。そのことを認識することがとても大切です」と

アーチック氏。 

1991 年にロータリー入会。ベトナムに赴いて小学校建設を援助したほか、ドミ

ニカ共和国では浄水フィルタの設置を援助。その時のエピソードがあります。浄

水器の片方から汚い水が入り、反対側から透明な水が出てくるのを、二人の

少年が見ていました。その水の流れを最初に止めた時のことを、私は決して忘

れません。少年の一人が私の袖をつかんで「もう一

度魔法を見せて」と。 

その浄水器が魔法なのではありません。この記憶、

出来事がとても印象深く残っていたのでしょう。この

エピソードから年度のテーマは「ロータリーのマジック」とされています。 

決して、魔法の杖を振って呪文を唱えてなにかを成し遂げてる訳ではありませ

ん。私たち一人ひとりが活動を通してマジックを生み出すのですと。 

 

次にRI第2690地区 地区ガバナーの方針です。 

2024-25年度 国際ロータリー第2690地区 

地区ガバナー 榊原 敬（さかきばら たかし）さん   

1961年10月26日生まれ 

岡山南ロータリークラブ所属、 

職業分類 病院（社会医療法人社団十全会 理事長、心臓病センター榊

原病院 院長） 

地区スローガンは、「未来への架け橋をつくろう」です。 

地区内の各クラブが独自性を発揮し、それぞれがクラブの力量に見合った活

動を見いだして欲しいと、さらにすべてのクラブの活性化を図り、地域に望まれる

奉仕活動を推進することを希望されています。どういった活動に取り組むかにつ

いては、困っていることに目を向け、困っている人の声を聴き、できることから始め

てみませんかと言われています。 



そのステップとして、 

  （ステップ１）  現状を知ること 

  （ステップ２）  現場を見ること 

  （ステップ３）  自分たちで何ができるか、考え討議すること 

  （ステップ４）  実践すること 

真の親睦は奉仕活動のなかにあると言われています。 

奉仕実現のために有志を募って、複数のクラブから集まって行動してもいいので

はと。  この事例は、PETSの時にお話しされていました。 

 

DEIとは？ 多様性、公平さ、インクルージョン... 

DEIという略語をどのような意味があるのかを調べてみてください。 

 

部門別協議会においては、特に印象に残っているところとして、会員増強と女

性会員を拡充させることとして、欧米の女性会員の所属率は 30％、日本は

7％、ベルギーは14％ 

経済レベルの 24 位のベルギーは 14％ ちなみに日本は経済レベル 3 位

（2023 年の世界 GDP ランキングより）ということで女性の活躍を日本はもっと後

押ししなければとお話いただきました。 

とりとめもなくお話をさせていただきましたが、 

PETS、地区研修・協議会とたくさんのことを詰め込まれたところがあります。 

まだ消化不良のところもありますが、徐々に理解を深め、これからのロータリー活

動に役立てていきたい。 

 

   

 

幹事部門                                                          原   伸 雄  

1． 地区組織図について  

２．地区目標について 

  ・ 地域に役立つ奉仕活動の実践 

  ・ 公共イメージの向上（End Polio とPolio Day） 

  ・ 会員増強：各クラブ1人会員増と地区3,000人越え 

  ・ 活動資金の確保･･･寄付ゼロクラブを出さない 

    （ロータリー財団、米山記念奨学会への支援） 

  ・ 2025年国際大会への参加 

    （カナダ・カルガリー：2025年6月21日～25日） 

    地区内30名程度で参加を予定 

３．地区資金予算について（変更項目のみ記載） 

［収入の部］ 

  地区資金 年間 

   （2023-24年度 ： 11,500円/人  →  2024-25年度 ： 12,500円/人） 

［支出の部］ 

  ＩＭ 

   （2023-24年度 ： 100,000円／グループ  

     →  2024-25年度 ： 50,000円／グループ） 

［特別会計収入］ 

  地区青少年奉仕資金 

    （2023-24年度 ： 2,100円/人  →   2024-25年度 ： 2,000円/人） 

  地区世界社会奉仕資金 

    （2023-24年度 ： 1,000円/人  →   2024-25年度 ：   900円/人） 

  ガバナー月信購読料 年間 

    （2023-24年度 ： 1,800円/人   →  2024-25年度 ： 2,000円/人） 

４．ロータリー・セントラルへの登録について 

クラブの運営上で様々な活動内容など共有が出来るオンラインツールで

Myロータリーから登録できる 

５．地区大会について 

   日時 ： 2024年10月6日（日） 10：00～18：15 

   場所 ： 岡山ドーム 

 

＊ 特に幹事としての役割・心構え等の話しは何もなく、たんたんと西川リーダー

（地区代表幹事）が項目に沿って説明されました。 

次年度、來間会長エレクトの女房役としてお支えし、クラブ行事がスムーズ

に進行していくよう心がけてまいります。 

 

 

職業奉仕部門                             大谷 厚郎 

地区研修には本当に久しぶりに参加させて頂き、ある意味新鮮な体験でした

が、次年度榊原ガバナーの話はロータリーの現状に対する危機感の顕れなの

か、企業トップのような話であった印象でした。 

職業奉仕部門の協議会はリーダーに第２グループガバナー補佐の國頭氏（米

子中央）、カウンセラーに庄司パストガバナー（境港）のもとで行われ、事前のア

ンケート調査に基づいて、各クラブへの事情聴取というかたちで進められ、半数

以上のクラブが指名されました。（当クラブについても福田委員長が回答済み

の内容に従って、現状を報告いたしました。） 

協議会のほぼすべての時間を各クラブの活動状況報告で終始しましたが、各

クラブの活動状況を知ることによって、それを参考に、これまでの活動に工夫を

加えたり、新しいことに挑戦してほしいということでありました。 

以下、私の印象に残った他クラブの活動状況を列記いたします。 

1．「四つのテスト」唱和 

   ほとんどが月1回（数クラブが毎回）、歌を歌うクラブもごく少数。 

2．職場訪問例会 

＊会員事業所だけでは対応できない（特に会員数の少ないクラブ）ので、

県外の企業やら公的な組織（警察本部の交通センターなど）あるいはガ

バナー補佐の事業所など対象を広範囲に実施しているケースが多い。 

＊親睦をかねて、1 泊旅行を兼ねて実施しているケースもあった。（楽しくや

ることも大切とのリーダーのコメント） 

3．その他 

＊将来の職業の担い手である子供たちを対象にロータリー寺子屋と称して

日本古来の作法や、職業模擬体験を実施しているクラブや、小学校や

中学校での出前授業を行っているクラブもあった。 

＊入会 3 年未満の会員の事業所を委員会が出向きインタビューを行い、

各5分ぐらいの動画に編集して例会で披露するクラブもあった。 

＊職業奉仕賞を設けて、マスコミ発表しているクラブもあった。 

4．最後に庄司パストガバナーの講評の一部を紹介 

  （ 次年度ＲＩ会長のテーマ「ロータリーのマジック」について ） 

    「マジックには種も仕掛けもあります。 

     それを仕掛けていくのは 皆さん方 ロータリアンです。」 


